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Abstract 

The 1950-51 eruptive activity ofMihara volcano in Izu-Oshima Japan 

-Some characteristics of the eruption sequence in relation to seismic activity-

A number of characteristics of the 1950 -51 eruption of Mihara volcano in Izu-Oshima were 

investigated in relation to seismic activity. Eruptive activity was divided into three stages according to its 

characteristics. 

First stage: 16 July-24 September， 1950 

The eruption began at 09h 15m on 16 July halfway down the southern inner wall of the pit. A lava 

fountain occurred， with formation of cinder cones and lava flow. The head of the lava rose upward and 

the lava overflowed from the pit to the crater floor， forming lava lakes. The lava then overflowed from 

the crater to the caldera floor. 

Second stage: 4 February-2 April， 1951 

Forming much small cinder cones on the crater floor， lava overflowed from the crater floor to the 

caldera floor and formed lava lakes. 

Third stage: 2 April-1 July， 1951 

Intermittent explosive eruptions occurred at the 1950 cinder cone. Lava overflowed from the crater 

floor to the caldera floor， forming a large scale lava lake. A lava fountain， intermittent lava flows from 

the vent to the crater lake， and remarkable subsidence of the crater floor occurred. 

(1) No surface phenomena were observed immediately before activities began in either the first or 

second stages. 

(2) Continuous volcanic tremors were observed during the activities of the first and the second stages. 

Especially large tremors occurred during vigorous activity periods. The eruptive activities in these 

periods were characterized by formation of cinder cones and the welling out of large amounts of lava. 

(3) Seismic activity occurred in two periods of the first stage. The head of lava was observed to rise up 

at the inside of the pit during the first period. 

(4) The amplitude of volcanic tremors decreased rapidly in the middle of the first stage， but no change 

in volcanic activity was observed. 

(5) Eruptive activities in both the first and second stages ceased after a rapid decrease in the amplitude 

of volcanic tremors. 

(6) Eruptive activity in the third stage was characterized by. explosive eruptions corresponding to 

volcanic tremors， with durations of more than one hour. The amplitude of the tremors increased， 

maintained the increased intensity rapidly decreased， and ceased. 

務大島測候所
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~ 1. はじめに

大島測候所は， 1938年10月伊豆大島火山外輪山北西中

腹(三原山山頂から北々西に約4.7kmの地点)に建設さ

れ，地震観測用としてウィーへルト式地震計が設置され

ていた.このウィーへルト式地震計に1950年 7月16日09

時06分23秒から振幅の小さな連続的な火山性微動が記録

され始め，以後伊豆大島火山中央火口丘(以下，三原山

と記す〉火口床中央部に形成されていた火孔(噴火前の

大きさ:直径約310m，深さ約170m，以下，火孔と記

す)の南側内壁中腹で噴火活動を開始，溶岩噴泉，噴石

丘の形成・成長，火孔底からの溶岩の流出，火孔内での

溶岩頭位の上昇，火孔内から火口床への溶岩の流出，火

口床からカルテeラ床への溶岩の流出等の活動があった後，

9月24日に急速に活動を停止した.約 4カ月後の1951年

2月 4日から噴火活動を再開して噴石丘の形成・成長，

火口床からカルデラ床への溶岩の流出等の活動があった

後， 4月2日に急速に活動を停止したが，以後6月末に

かけて1950年に形成された噴石丘を中心に爆発的な噴火

が断続的に繰り返された.以上のような一連の噴火活動

に合わせるように特徴的な火山性微動が記録されていた.

現在の大島測候所には当時のウィーへルト式地震計の

記象紙が，一部にかなりの破損が認められるもののすべ

てが保存されていること，また現地観測の記録は断片的

ではあるが現存しており，噴火活動に関連した写真もか

なりの枚数が保存されていることがわかった.

1950--51年の噴火に関連した震動が連続的に記録され

たものとしては，大島測候所に保存されているウィーへ

ルト式地震計による記録が唯一と考えられ， 1950年の噴

火活動については木津(1951， 1952)により活動形態及

Table 1 Occurence conditions of tremors. 
Continuous tremor and tremor of duration 
time more than about one hour. 

1950 年7JJ16日09時15分-9J124日08時20分

195 1年2月 4日12時40分頃-4月2日11時頃(記象紙破鍛)

195 1年4月16日08時40分頃-41119日12時05分頃

195 1年4月29日17時頃-5月1日19時20分頃

195 1年5月 5823時40分頃-5月7日07時30分頃頃

195 1年6月 9日12時頃-5月10日15時20分頃

195 1年6月14日21時50分頃-15日17時15分頃、

195 1年61117日09時40分頃-5J118日03時54分頃

195 1年6月18日22時10分頃-6J119日16時頃

1951!F6月21日07時40分頃-6 JI2 1日23時頃

1 95 1年6月27日15時50分頃-61128臼10時頃

1 951年6月30日16時頃-7月1日oO IJ.~O 3分頃

1 95 1年711 1[]08 1S~20 分頃-7Jll n 1 3時00分頃

び火山性微動の特性について報告されている.今回の調

査は1950年及び1951年の噴火活動と火山性地震・火山性

微動との関係を詳細に対照させ，また噴火活動の推移に

対応した多くの記象例及び写真を示すことにより，より

詳細な火山防災資料を残すことを目的に行ったものであ

る.

なお，本論文内における噴火活動経過については，特

にことわり書きのない限り東京大学地震研究所嚢報(津

屋・他， 1954， 1955)を引用し写真については測候所

に保存されているものを用いた.

9 2. ウィーへルト式地震計に記録された火山性微動の

振幅及び火山性地震回数の推移

当時のウィーへルト式地震計の検定結果をみると，倍

率，周期ともにかなりのバラツキが認められたが，水平

動については倍率は約100倍，周期は約4.0秒となってい

る.このウィーへルト式地震計に記録されている火山性

微動(以下，微動と記す)の中で，東西動成分について

Table 2 Occurrence conditions of tremors. 
Tremor of duration time withen ten munutes. 

発生JIII 火山性微動の発生状侃

4 JI 3 u 1 10時頃から 12時頃継続時1m2 -1 5分の微動約5凶

4 JI 4 u 1 1 7時頃から 20時頃 継続時間3-4分の微動車よn[ill
4J15υ106時頃から 08時頃継続時1:113-5分の微動約 121i.ij 

4 JI 5 u 1 1 5時頃から 17時頃縦続時11日2分の微動約1回

4J18日105時頃から 08時頃継続時1m3 -7分の微動約71liJ

4JJ9111 0 lB1ilJiから 0311.1頃 調理統的1:113-6分の微動約71iil

4 JI 1 0 LIから3υIJにかけては記象紙の敏11Iがひどいた

め詳細lは不明

4J111U123時頃からo1時頃 10llo1以上
4J114U103時頃から24B.'i頃 振幅の小さな述統的な微動の1/1で

|振制がm大する微動 7~.'1以上

4JI19LJI12B与03分以降201102時頃 調理続時11111-7分の微

動20WJ以上

5J1111120時頃から 24時頃継続時1:113-5分の微動51りl以上

5 J1 3u102時頃から 04 時頃総統時J1U3-5 分の微動約 41i~

5 JI5 EI 1 2 1時頃から24時頃継続OIjIlU2 -1 1分の微動約7J!:'1

6J1611121時頃から 7U04時頃継続時J1U1-4分の微動約 l

101.il 

6 JI 9 LI 1 03時凶から 121S1j凶 版刷の小さ江主Il統的な微動の1/1で

振幅の!lVにする微動(継続時1m1 -2分)f~7 01凶

6JJ21Ul23時頃から 22[104時頃 鋲舗の小さな迎統的な微動

|の111で.振幅のI何人・する磁動(総統時11112 -4分)約91uj

6J122u121時lJiから 23U05時頃 振幅の小さな述統的伝微動

の111で.振幅のm大する微動(縦続時1102-3分)約20
I'.i] 

6JJ281JII0時頃から 13時頃継続B.'iIlU1-5 分の微動約 9~i]

6 JI 3 011 I 1 5時頃から 16 &1itti 継続時IlUI-3分の微動車内41iJ]
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Table 3 Some characteristics of eruption sequence with velation to Seismic Activity. 
First stage: From 16 July to 24 September 1950. 

火山性微動・火山性地震の推移

1950年
7月16ト 7月21日|連続的な微動発生

振幅の小さな状態統く(記象例1)

噴火活動の経過(概要)

7月168109時15分三原山山頂中央火孔南側内壁に亀裂を生じて噴火.
|午後から22日にかけて火口から火孔底に向けて溶岩流出(第4図)

7月17日|火孔底の北部に溶岩湧出箇所，北東方向に溶岩流出.
7月18日|火孔底の西部に3個の溶岩湧出箇所，西方向に溶岩流出.火孔底の半分を覆

7月20日
7月218

7月22日-8月20日|振幅次第に増大. 8月15日-16日 17月228
に最大となる(記象例2.3. 4. 5)1 

7月238
7月24日

7月26日
7月308
7月318

8月 1日-8月 881火山性地震多発 (S-p 約1. 0秒)18月 2白
有感地震22回(震度 1 1 6回. n 
6回) (記象例3. 4) 
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8月218-8月24日|鐙幅急速に減少(記象例6.7) 1 8月21日
8月25日-8月29日|振幅次第に相大(記象例8)
8月308-9月2481振幅の増大した状態続く(記象例9. 18月30日

110.11) 
9月 88-9月 981火山性地震多発(記象例9) 1 9月11日

有感地震6回(震度 6回 19月138

9月18日
9月19日

つ
火孔南側内壁に生じた亀裂に新たな火口形成.火孔底に向けて溶岩流出.

火孔底南西端に溶岩湧出笥所，溶岩流出.

火孔南側内壁に生じた火口から火孔底に向けての溶岩の流出続く，火孔内の

溶岩頭位の上昇始まる.

火乳南側内墜に生じた火口の活動活発化.火孔底の4箇所から溶岩流出.
火孔南側内震に生じた火口の活発な活動続く. 7月258火孔南端部に噴石
丘を形成・成長.

火孔南端部の噴石丘成長，火孔底の西部に溶岩池を形成.溶岩の流出続く.

火孔底の溶岩の流出衰える.

噴石丘の活発な活動続く

火孔内の溶岩頭位の上昇顕著. 7月26日に形成された噴石丘の南側に新た
に噴石丘形成.次第に2つは合体.成長(第5図.第6図.第7図)
8月23日-268に火口内に溶岩池形成.溶岩流出.
火孔内の溶岩頭位の上昇さらに加速(第8図)
噴石丘の活動衰える.

噴石丘の南東端から溶岩流出.

火孔内を上昇する溶岩は火孔内にほぼ充満.

火孔内を満たした溶岩の火口床への流出始まる.

火孔内から火口床への溶岩の流出続き.流出面積拡大.

火孔内から火口床への溶岩の流出続く(第9図).火口床の南西織に溶岩湖
形成.

8月中旬頃には火孔碕鵠部の噴石丘さらに成長. 1 950噴石丘(現在の三
原新山)の原型形成.

火孔内から火口床への溶岩の流出続く.噴石丘の活発な活動は9月38頃ま
で続く.溶岩流出(第10図)
火孔内から火口床へ流出した溶岩は次第に火口床縁に接近(第11図.第1
2図.第13図)
火孔内から火口床へ流出した溶岩の一部は火口床北西縁に逮する.

火ロ床北縁から溶岩が溢れ出し. 1 4自には別の溶岩が火口床北西縁から溢
れ出し.カルデラ床に向けて流出を始める(第14図.第15図.第16図)
228にかけて噴石丘の活動表える.
火孔内から火口床へ流出した溶岩の火口床北緩からカルデラ床への流出始ま

火山性微動・火山性地震の推移 噴火活動の経過(概要)

1 950年 る.

9月20日 噴石丘の活動及び溶岩の流出衰える.
9月中旬頃から火口床を覆う溶岩の表面が旧火孔縁に沿って陥没を始める

9月23日 火孔内から火口床へ流出した溶岩の火口床西縁からカルデラ床への流出始ま
る.夜噴石丘の噴火活動停止.

9月248 振幅急速に減少，連続的な微動停止( 9月24日 火口床からカルデラ床への溶岩の流出停止.
記象例12) 9月25日 カルデラ床へ流出した溶岩の前進停止(第17図) (日本活火山総覧では9

月28日停止となっている)
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Table 4 Some characteristics of eruption sequence with velation to Seismic Activity. 
Second stage and Third stage: From 4 February to 1 July 1951. 

火山性微動・火山性地震の推移

1 95 1年
2月 4日-2月 8日|側面の小さな状態継続 Ciic象例13) I 2月 4日-3月 2日
2月 9日-3月19日|振幅次第に増大. 3月18日-19日最大と

なる(記象例14.15.16.17.
18) 1 2月23日-2月26日

3月20日-4月 2日|綴幅の糟大した状態が継続 /2月28日-3月25日
4月2日に急速に減少(第4図19. 20 

21. 22) 

3月288-3月30日
3月31日

4月 38
4月 58-4月13日

4月14日-4月19日|振幅急速に増大 Ciic象例23.24.25)/4月16日-4月20日

4月26日-5月 1日|振樋急迫に増大 CBc象例26.27. 28 14月308-5月 1日
29) 

5月 3日
5月 6日-5月 7日|振幅急速に増大(妃象例30.31) 15月 6日-5月 7日

火山性微動・火山性地震の縫移

1 951年

6月 8日
6月 9日-6月10日 娠幅急通に増大 Cac象例32.33.34) 6月 9日-6月10日

6月14日-6月23日 振幅急速に増大(紀象例35.36.-37 6月14日-6月23日
38.39.40) 

6月278-6月28日 振幅急速に増大(記象例41.42) 6月27日-6月28日

6月308-7月 18 振幅急速に増大 CBc象例43.44) 
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噴火活動経過(概要)

1950噴石丘の北西麗から南東.北西方向に生じた亀裂に沿って多数
の小規績な噴石丘形成(第18図.第19図)3月6日頃まで活動. 1 
950噴石丘の噴気活動次第に活発化. 2月20日から噴火
火口床を覆う溶岩域の隆起顕著.

25日火口床で溶岩の流出始まる.
ほとんど連続的に火口床からカルデラ床へ溶岩流出 C28日西縁から.
3月2日北西縁から. 6日から 7日北西縁から. 108北西縁から. 1 
2日北西縁から. 178から 18日西縁から).溶岩湖形成. 2月28
日から3月中旬にかけて噴石丘および噴石丘等から火ロ床への溶岩の流
出顕著，噴石の噴出活動は 16日には一部を除いて活動を停止. 3月1
O白から 11自にかけ火口床の隆起・陥没変動顕著(第20図.第21 
図).火口床北西縁~北縁からカルデラ床へ流出した溶岩lまカルデラ床

を広〈覆い. 3月17日には先舗がカルデラ西縁に逮した後カルデラ縁
に沿って流れの向きを北~北東に変えて前進. 3月31日頃には停止し
た.

火口床北東縁からカルデラ床へ溶岩流出.

火口床北縁からカルデラ床へ溶岩流出.

3月28日-30日及び31日に火口床縁からカルデラ床へ流出した溶
岩の前進は4月5日には停止した(第22図.第23図.第24図.第
25図)
4月初めから4月4日にかけて火口床著しく陥没.
小爆発.

1950噴石丘で断続的に爆発活動. 78以降火口床を覆う溶岩域のう
ち.旧火孔縁に沿って徐身に陥没.特に 13日から 14日にかけ顕著に
陥没.

1 950噴石丘で爆発的な噴火.旧火孔西縁と東縁の2箇所から溶岩流
出.溶岩湖形成. 1 9日朝火孔東縁から流出した溶岩は2-3本のif;岩
流となって火口床北西縁.北縁からカルデラ床へ流出，旧火孔函縁溶岩

流出付近に噴石丘形成(第26図，第27図)
1 950噴石丘で爆発的な噴火.少量のif;岩流出.火口床東部の数箇所
に噴石丘形成，溶岩噴泉，旧火孔東縁から少量のj容岩流出. 1日火口床
東側内壁基部から溶岩流出.

1 950噴石丘で爆発的な噴火.
1 950噴石丘で爆発的な噴火. I日火孔東縁から流出した溶岩は火口床

噴火活動経過 (概要)

の北東部→北部→西部を図るように流出，火孔底2箇所で連続的な溶岩
噴泉・溶岩湖形成.溶岩トンネル形成(測候所資料)

火口床中央部が約40m陥没.
1 950噴石丘で爆発的な噴火.旧火孔西縁及び東縁から少量の溶岩流
出(第28図.第29図)
1 4日1950噴石丘で爆発的な噴火，火口床中央線が旧火孔縁に沿っ
て直径約350m.深さ約80m陥没. 158から 23日にかけて19 
50喰石丘で断続的な爆発的な噴火
27日1950噴石丘で顕著な爆発的な噴火. この爆発は 1950-5
1年の活動を通して鰻も顕著な活動.
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6時間毎 (00時， 06時， 12時， 18時)の正時の前後 1分

間の最大振幅を読み取り，倍率による補正を行った.ま

た，火山性地震(以下，地震と記す)の回数については

6時間毎の回数を用いた.

以上の方法で得られた微動の振幅及び地震の回数の推

移を第 l図及び第 2図に，記象例を記象例 1--44に示し

た.なお，噴火活動期の各段階で微動の発生形態に特徴

ある変化が認められたことから，その状況について連続

的な微動及び継続時間約 1時間以上の微動の発生状況を

第 1表に，継続時間約10分以内の微動の発生状況を第2

表に示した.その概略は次のとおりである.

1 )連続的な微動が1950年 7月16日--9月24日及び

1951年2月4日--4月2日にかけての期間発生した.

2 )継続時間が約 1時間以上の微動と継続時間が約10

分以内の微動が1951年4月2日--7月 1日の期間断

続的に発生した.

3 )地震は1950年8月上旬に増加した他， 9月8日~

9日， 9月20日にもやや増加した. 1951年の噴火活

動時には地震活動はほとんどみられなかった.

9 3. 微動・地震の推移と噴火活動の経過との対比

微動・地震の推移と津屋他 0954，1955)による噴火

活動の経過(概要)との対照を第3表及び第4表に示し

た.なお，噴火活動の経過説明内で用いた三原山周辺の

名称は第3図に示したとおりである.また，噴火活動時

の写真を第4図~第29図に示した.

噴火活動の経過から活動期を第1期から第3期に分け

て，各期間内の微動・地震の推移を要約すると以下のと

おりとなる.

(1)第 1期 1950年 7月16日--9月24日

1) 7月16日09時06分に測候所のウィーへルト式地震

計に連続的な微動が記録され始め， 7月21日頃にか

けて振幅の小さな状態が続いた.

この期間，火孔南側内壁中腹で活発な噴石の噴出

活動・噴石丘形成・溶岩流出及び火孔底からの溶岩

の流出が続いた.

2) 7月22日頃から 8月20日頃にかけて連続的な微動

の振幅が次第に増大， 8月 1日から 8月8日にかけ

て地震 cs-p時間O.9秒前後，初動方向は不明，
震度 1 16回，震度II 6回数の有感地震を含む)

が多発した.

この期間，火孔南側内壁中腹で活発な噴石の噴出

活動，火孔南端部に噴石丘形成・成長，溶岩池の形

成及び火孔底からの溶岩の流出が続いた.また火孔

内の溶岩頭位の上昇が7月21日頃から明瞭化し，特
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に8月2日頃から上昇傾向が顕著となり， 8月15日

には火孔内を満たした溶岩の火口床への流出が始ま

り，次第に流出域を拡大していった.

3) 8月21日頃から 8月24日頃にかけて連続的な微動

の振幅が急速に減少， 8月25日頃から 8月29日頃に

かけて次第に増大していったが，増大した振幅の大

きさは 2)の期間の 1/3程度であった.

この期間，火孔内から火口床への溶岩の流出，噴

石丘からの活発な噴出活動及び噴石丘の成長が続い

た.

4) 8月30日頃から 9月24日にかけて振幅の増大した

連続的な微動が続いたが，振幅の大きさには著しい

変化は認められず， 9月24日急速に振幅が減少，停

止した.また， 9月8日から 9日cs-p時間，初
動方向不明，震度 6回を含む)及び9月20日

c s -p時間，初動方向不明，震度 3回，震度

II 回を含む)に地震がやや多発した.

この期間，火孔内から火口床への溶岩の流出が続

き， 9月13日夕方には火口床北縁から溶岩が溢れ出

し， 14日には別の溶岩が火口床北西縁から溢れ出し

て，カルデラ床に向けて三原山斜面を流下した.溶

岩の流出は9月23固まで続き，カルデラ床へ流出し

た溶岩の進行は 9月25日(日本活火山総覧では28

日)まで続いた.噴石丘の噴出活動は 9月18日頃か

ら22日頃にかけて次第に衰え23日には停止した.ま

た， 9月中旬頃から火口床を覆う溶岩域内では旧火

孔縁に沿っての陥没が進行した.

(2) 第2期 1951年 2月4日--4月2日

1) 2月4日連続的な微動が記録され始め， 2月28日

頃にかけて振幅は次第に増大していった.

2月4日12時40分， 1950年の噴火で形成された噴

石丘 0950年8月中旬頃には噴石丘の原型は形成さ

れたものと思われる.以下， 1950噴石丘と記す)の

北西麓から南東，北西方向に生じた延長約500mの

亀裂(以下，亀裂と記す)に沿って次々と小規模な

噴出火口を生じ，噴石丘の形成・溶岩流出を伴った.

また， 2月20日1950噴石丘で噴出活動が始まり活発

化していった.

2) 3月1日頃から 4月2日にかけて連続的な微動の

振幅の増大した状態が続いたが， 4月2日急速に振.

幅は減少停止した

この期間，火口床縁からカルデラ床への活発な落

岩の流出が続き，火口床内には時々溶岩湖が形成さ

れた.また， 1950噴石丘では活発な噴出活動が続き，

噴石丘は次第に成長していった.
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Fig. 3 Topographic map of the area around the Mihara cone. AA' and BB' indicate the locations of the 
profiles. 
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け，継続時間が約10分以内の微動と継続時間が約 1時

間以上の微動が断続的に発生した.断続的に発生する

微動は，基本的には先ず振幅の小さな微動が記録され

始め，爆発的な活動の活発化に伴い次第に振幅を増大，

爆発的な活動が継続する聞は振幅の増大した状態を継

続，爆発的な活動の衰退に伴い急速に振幅を減少させ

て停止するという形態をとった.

この期間， 1950噴石丘では主に継続時間が約 1時間

以上の微動に対応して活発な爆発的な噴出活動を継続，

溶岩を流出した.なお， 1950--51年の噴火活動期間を

通して最大の爆発活動が1951年6月27日に発生した.

また火口床を覆う溶岩域内のうち旧火孔縁に沿って

徐々に陥没が進行し，噴火以前の火孔に類似した陥没

孔が再現されていった.
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これらの一連の活動のうち亀裂に沿った噴出活動

は3月11日頃， 1950噴石丘の噴出活動は 3月25日頃

には衰え，火口床西縁から北西縁にかけてのカルデ

ラ床への溶岩の流出は 3月28日頃には停止した.ま

た，この期間にカルデラ床へ流出した溶岩はカルデ

ラ床北西域を広く覆い， 3月17日には溶岩流の先端

部はカルデラ西縁に接近，その後カルデラ縁に沿っ

て流れの向きを北から北東方向に変えて前進， 3月

31日頃停止した.また 3月28日には火口床北東縁か

ら31日には火口床北縁から新たな溶岩流がカルデラ

床へ流出，これらの溶岩流先端部のカルデラ床での

前進は4月5日頃まで続いた.、

第 3期 1951年 4月2日--7月 1日

4月2日に連続的な微動が停止した後7月l日にか

(3) 
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Fig. 4 An eruption began at southern periphery 
of the pit and a narrow lava stream flowed from 
the vent to the pit bottom. (16 July 1950) 

Fig. 5 A cinder cone formed at the southern 
side of the pit and the lava head at the inside of 
the pit， rose up. (1 August 1950) 

Fig. 6 Eruption from the cinder cone (formed 
at the southern side of the pit). (1 August 1950) 

Fig.7 Growth of a new cinder cone. (8 August 
1950) 

Fig. 8 The lava head rising up at the inside of 
the pit. (8 August 1950) 

Fig. 9 Growth of a cinder cone and lava over-
flowing from the pit to the crater floor. 
(19 August 1950) 

- 14 -
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Fig.10 Growth of a cinder cone.(22 August 1950) 

Fig. 12 Lava flow rising up at the inside of the 
crater floor. (31 August 1950) 

Fig.11 Continuous eruption at the cinder cone 
and lava overflowing from the pit to the crater 
floor. (28 August 1950) 

Fig. 13 Lava flow rising up at the inside of the crater floor. (8 September 1950) 
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Fig.14 Lava flow overflowing from the crater Fig.18 Eruption at the foot of the 1950 cinder 
floor to the caldera floor. (16 September 1950) cone. (4 February 1951) 

Fig. 15 Front of the lava flow overflowing from 
the crater floor to the caldera floor. 
(16 September 1950) 

Fig. 16 Lava flow overflowing from the crater 
floor to the caldera floor. (19 September 1950) 

Fig.17 Lava flow overflowing from the crater 
floor to the caldera floor. (24 September 1950) 

Fig. 19 A new vent formed on the 
fissure. (6 February 1951) 

Fig.20 Lava flow overflowing from the crater 
floor to the caldera floor. (9 March 1951) 

-16 -



1950--51年伊豆大島火山の噴火活動 49 

Fig. 21 Eruption at the 1950 cinder cone. (18 March 1951) 

Fig. 22 General view of the 1950・19511avain the west caldera floor. (25 March 1951) 

Fig.23 Lava front approaching 
the west caldera wall. 
(30 March 1951) 

Fig.24 Lava flow overflowing from the 
northeastern corner of the crater to the caldera 
floor. (30 March 1951) 
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Fig.25 Lava oozing out from the northeastern 
corner of the crater floor. (30 March 1951) 

Fig.26 Eruption at the 1950 cinder cone. 
(16 April1951) 

Fig. 27 Eruption at the 1950 cinder 
cone. (16 April1951) 

Fig.28 Lava fountain and lava lake formed at 
the crater floor. (7 May 1951) 

Fig. 29 Lava fountain and lava lake formed at 
the crater floor and lava flow at the lake and 
crater floor. (7 May 1951 ) 
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13 4. まとめ

以上のように， 1950""""51年の伊豆大島火山の噴火につ

いて，微動・地震の推移と噴火活動の経過とを対照させ

て調査した結果をまとめると，次のようになる.

1 )第 l期，第 2期の噴火は，表面現象的にはいずれ

も短期的には前兆現象もなく発生したと言える.

2 )第 l期，第 2期の活動は連続的な微動が卓越し

特に活動の活発な期間は振幅の増大した微動が継続

した. これらの期間内の噴火活動はいずれも噴石丘

の形成・成長，多量の溶岩噴出を基本とする活動で

あった.

3 )第 l期の活動期間内の前半と後半に地震活動の活

発な期間があり，特に前半の期間内には火孔内で顕

著な溶岩頭位の上昇がみられた.

4 )第 l期の活動期間の半ばに微動の振幅が急速に減

少したが，この期間内では噴火活動には大きな変化
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は認められなかった.

5 )第 l期，第 2期における噴火活動は，微動の振幅

の急速な減少・停止と伴に終息した.

6 )第 3期の活動は主に継続時間約 1時間以上の微動

に対応した爆発的な活動に移行し爆発活動の推移

に対応するように微動の振幅の増大，爆発的な活動

が継続する聞は振幅の増大した状態の持続，爆発的

な活動の衰退に伴い振幅の急速な減少及び停止とい

う形態をとった.
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A sample record of the volcanic tremor 1 : 16 J uly 
1950 

A sample record of the volcanic tremor 2: 23 July 
1950 

A sample record of the volcanic tremor and 
volcanic earthquakes 3: 5 August 1950 

A sample record of the volcanic tremor and 
volcanic earthquakes 4 : 8 August 1950 

A samle record of the volcanic tremor 5 : 18 
August 1950 

A sample record of the volcanic tremor 6 : 21-22 
August 1950 

A sample record of the volcanic tremor 7 : 22-23 

August 1950 

A sample record of the volcanic tremor 8 : 28 
August 1950 
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A sample record of the volcanic tremor and 
volcanic earthquakes 9 : 8 September 1950 

A sample record of the volcanic tremor and 
volcanic earthquakes 10 : 14 September 1950 

A sample record of the volcanic tremor 11 : 20-21 
September 1950 

A sample record of the volcanic tremor 12 : 24 
September 1950 
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A sample record of the volcanic tremor 13 : 4 
February 1951 

A sample record of the volcanic tremor 14 : 5 
February 1951 

A sample record of the volcanic tremor 15: 9 
February 1951 

A sample record of the volcanic tremor 16 : 20 
February 1951 
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A sample record of the volcanic tremor 17 : 1 
March 1951 

A sample record of the volcanic tremor 18: 10 
March 1951 

A sample record of the volcanic tremor 19 : 20 
March 1951 

A sample record of the volcanic tremor 20 : 31 
March 1951 

A sample record of the volcanic tremor 21 : 2 
April 1951 

A sample record of the volcanic tremor 22 :2-3 
April1951 

A sample record of the volcanic tremor 23 : 14 
April1951 

A sample record of the volcanic tremor 24 : 16 
April1951 
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A sample record of the volcanic tremor 25 : 19 
April1951 

A sample record of the volcanic tremor 26 : 26 
April1951 

A sample record of the volcanic tremor 27 : 29-30 
April1951 

A sample record of the volcanic tremor 28: 1-2 
May 1951 
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A sample record of the volcanic tremor 29 : 2-3 
May 1951 

A sample record of the volcanic tremor 30 : 5-6 
May 1951 

A sample record of the volcanic tremor 31 : 7 May 
1951 

A sample record of the volcanic tremor 32: 7 June 
1951 
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A sample record of the volcanic tremor 33 : 8 J une A sample record of the volcanic tremor 37 : 17 
1951 June 1951 

A sample record of the volcanic tremor 34: 10 A sample record of the volcanic tremor 38: 18 
June 1951 June 1951 

A sample record of the volcanic tremor 35: 14 A sample record of the volcanic tremor 39: 21 
June 1951 June 1951 

A sample record of the volcanic tremor 36 : 15 A sample record of the volcanic tremor 40 : 21-22 
June 1951 June 1951 
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A sample record of the volcanic tremor 41 : 27 
June 1951 

A sample record of the volcanic tremor 42.: 28 
June 1951 
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A sample record of the volcanic tremor 43: 30 
June 1951 

A sample record of the volcanic tremor 44: 1 July 
1951 
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